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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による経済対策や日本銀行による金融政策の効果により円安や株高

が進行し、企業収益に改善の兆しが見られるなど、景気は緩やかな回復基調となりましたが、一方では、円安によ

る輸入原材料の価格上昇や、４月からの消費税増税による個人消費の低迷などの先行きが懸念され、依然として不

透明な状況で推移しました。 

 このような環境の下、当社グループは、顧客ニーズに沿った環境対応製品の開発に取り組むとともに、自動車補

修用市場での販路拡大を図るため、新規顧客の獲得や新市場の開拓に向けた積極的な営業活動に取り組みました。

その結果、当連結会計年度の売上高は83億77百万円（前年同期比3.3％増加）となりました。利益面につきまして

は、製品の統廃合や原価低減に取り組んだものの、原材料価格上昇の影響もあり、営業利益は8億53百万円（前年

同期比3.9%減少）、経常利益は10億42百万円（前年同期比2.1%減少）、当期純利益は7億53百万円（前年同期比

16.3％増加）となりました。 

 

①塗料事業 

 売上高は、82億76百万円（前年同期比3.3％増加）、営業利益8億17百万円（前年同期比4.4％減少）でありま

す。 

 分野別の販売状況は、自動車補修用塗料分野で、環境対応型（低ＶＯＣ）ベースコート「アクロベース」を核と

して、ハイソリッドクリヤー「アクセルクリヤー」シリーズに塗装作業性と仕上がりを追求した「アクセル301ル

ナクリヤー」をラインアップするなど製品の充実を図るとともに、水性市場の普及に向けて水性１液ベースコート

塗料「アクアスＤＲＹ」の拡販に努めました。また、大型車両用・工業用分野に向けた２液ウレタン塗料「ハイア

ートＣＢエコ」の発売を開始し、新規市場への営業展開に着手しました。下地塗料では、環境型オールマイティー

サフェーサー「ウルトラサフ」シリーズ、研磨性に優れた「ラクーダパテ」、電着プライマー用の「ＥＤシーラ

ー」などが引き続き堅調に推移しました。 

 建築用塗料分野におきましては、主力の「ネオシリカ」シリーズに加え、光触媒内装用塗料「エアフレッシ

ュ」、タイル床面の滑り止めシステム「スキッドガードＡＤ」などのほか、水性遮熱塗料の高日射反射率カラー舗

装材「アースクールＦ」、ガラス用遮熱コーティング材「エコートプラス」など熱技術を生かした製品を展開しま

した。 

 工業用塗料につきましては、引き続き個々のユーザーに対応して積極的な個別営業活動に取り組みました。 

 エアゾール分野におきましては好調な工業製品の生産動向を背景として、工業用向け補修用ラッカースプレーが

堅調に推移したほか、昨年発売した磁器タイル用滑り止めスプレー「ノンスリップｉ」は注目度が高く販売本数が

増加しました。また、環境対応型スプレー「エアーラッカーエコ」常備色の充実を図るなど、エアゾール製品の拡

販に取り組んでまいりました。 

 

②その他 

 売上高は、1億1百万円（前年同期比0.7％増加）、営業利益36百万円（前年同期比9.3％増加）であります。 

 

(2）財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況

 当連結会計年度末の資産は、前連結会計年度末と比べ5億85百万円増加して161億48百万円となりました。

 増加の主なものは長期預金12億70百万円、投資有価証券2億28百万円、建物及び構築物2億19百万円、減少の主な

ものは現金及び預金10億88百万円であります。

 当連結会計年度末の負債は、前連結会計年度末に比べ3百万円増加して38億71百万円となりました。

 増加の主なものは支払手形及び買掛金1億10百万円、減少の主なものは長期借入金52百万円であります。

 当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度に比べ5億82百万円増加して122億78百万円となりました。

 増加の主なものは利益剰余金が6億52百万円、自己株式が1億27百万円であります。

 

 以上の結果、自己資本比率は1.0ポイント上がり、74.1％となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、定期預金の払戻23億50百万円、有価

証券の売却及び償還12億10百万円、税金等調整前当期純利益11億48百万円などの増加がありましたが、定期預金へ

の預入23億70百万円、有価証券取得12億円などがあり、全体として期首残高より1億62百万円増加し、20億35百万

円（前連結会計年度末18億73百万円）となりました。

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動による資金の増加は9億70百万円（前連結会計年度5億49百万円）となりました。

 その主な要因は、増加した資金では、税金等調整前当期純利益11億48百万円などがあり、減少した資金では、法

人税等の支払額4億1百万円や負ののれん発生益1億12百万円などによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動による資金の減少は4億76百万円（前連結会計年度3億17百万円）となりました。

 その主な要因は、増加した資金では、定期預金の払戻23億50百万円、有価証券の売却及び償還12億10百万円、投

資有価証券の売却及び償還3億円などがあり、減少した資金では、定期預金の預入23億70百万円、有価証券の取得

12億円、投資有価証券の取得4億52百万円、有形固定資産の取得3億68百万円などによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動による資金の減少は3億32百万円（前連結会計年度2億91百万円）となりました。

 その主な要因は、自己株式の取得1億27百万円、配当金の支払額1億1百万円などによるものであります。

 

（参考） キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成22年3月期 平成23年3月期 平成24年3月期 平成25年3月期 平成26年3月期

自己資本比率（％） 70.4 72.1 71.2 73.1 74.1

時価ベースの自己資本比率

（％）
22.2 22.0 22.6 24.9 26.8

キャッシュ・フロー対有利

子負債比率（年）
1.0 0.6 0.9 1.4 0.7

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
37.8 34.0 51.1 34.2 66.5

 (注）１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値を用いて、以下の計算式により算出しております。

 自己資本比率 ：  自己資本÷総資産

 時価ベースの自己資本比率  ：  株式時価総額÷総資産

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率  ：  有利子負債÷営業キャッシュ・フロー

 インタレスト・カバレッジ・レシオ  ：  営業キャッシュ・フロー÷利払い

 ２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

 ３．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。有利子負債は連結貸借対照表に計上している負債のうち利子を支払っているすべての負債を対

象としております。また、利払いについては連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しており

ます。

 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 利益配分に関する基本方針は、企業の永続的な発展を目指し、健全な財務内容の維持向上を図るとともに、株主

の皆様に安定した利益の還元を行うことを基本とし、業績や経営環境などを総合的に勘案して実施しております。

 具体的な１株当たり配当金は、当期におきましては、10円00銭（うち中間配当金5円00銭）を予定しておりま

す。また、次期の１株当たり配当金は、当期と同様に10円00銭（うち中間配当金5円00銭）を予定しております。

 

(4）事業等のリスク

 当社グループの事業等のリスクについて、当連結会計年度末日現在において投資者の判断に重要な影響を及ぼす

可能性のある事項には、以下のようなものがあります。

 なお、文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものでありま

す。

１．原材料の調達について

 当社グループの使用する原材料は石油関連製品への依存度が高く、原油・ナフサ価格等の動向が塗料原料の価格

に影響を及ぼすことが懸念され、業績に多大な影響を受ける可能性があります。また、特定メーカーに依存してい

る原材料について、そのメーカーの罹災や事故により調達が困難となった場合、当社グループの生産に影響を与

え、経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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２．公的規制について

 塗料業界におきましては、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、土壌汚染防止法などの環境関連法や、毒物劇物取

締法、廃掃法、ＰＲＴＲ法などさまざまな法的規制の適用を受けております。当社グループは、社会や業界を取り

巻く法律や規制の施行に積極的に取り組むため、「環境方針」を定め、ISO14001等を取得するなど対応に注力して

いますが、今後、新たな法規制の施行や強化などにより、販売活動の制限や法対応への費用増加などが当社グルー

プの経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

３．新製品の開発に対するもの

 当社グループは、多様化・高機能化する市場ニーズに対応できる新製品および塗装システムの開発を行なってお

りますが、製品開発や販売政策の展開が適正な時期に行なわれなかった場合、将来の成長と収益性が低下し、経営

成績に影響を及ぼす可能性があります。

４．災害に対するもの

 危険物を取扱う工場として災害からの安全を確保するために法的な規制を遵守し、災害を未然に防止する対応を

とり、万一の災害に対しては火災保険等を付保していますが、当社グループの生産拠点は滋賀工場（滋賀県草津

市）のみのため、当工場が地震等の災害に罹災するなどで生産困難となった場合には、当社グループの経営成績に

影響を及ぼす可能性があります。

５．ＩＴリスク

 当社グループは多数の情報システムを運用しており、権限責任の適切な配分、チェック体制の確立、また、外部

からの進入に対する方策などを講じておりますが、情報の消失、情報の漏洩、回線障害、コンピュータやシステム

障害、ウィルスによる障害等の影響を受ける可能性があります。

 

(5）継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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２．企業集団の状況

 当社グループは、当社、子会社５社で構成され、塗料の製造販売及び関連商品の仕入販売を主な内容とし事業活動

を展開しております。

 当社グループの事業に係わる位置づけは次のとおりであります。

 

塗料事業…………塗料事業は、自動車補修用、工業用、建築用等に分かれております。当社グループは、当社が各種

塗料類、シンナー類等を製造販売し、各子会社は半製品の加工、製品の充填・小分け作業等または

関連商品の仕入・販売を行っております。

エアゾール製品については、原液を当社で製造し、子会社イサムエアーゾール工業㈱に販売、同社

でエアゾール製品を製造し、一部は当社で仕入れて販売をしております。子会社明勇色彩㈱は、当

社塗料製品のチューブ類への充填・小分け作業を行っております。 

また、子会社進勇商事㈱では、塗装関連製品の仕入・販売をしており、一部は当社で仕入れて販売

しております。

その他の事業……不動産の賃貸管理・運営業務を行っております。

子会社イサム土地建物㈱、イサムモータープール㈱は、それぞれ不動産賃貸、駐車場経営をしてお

ります。

 事業の系統図は次のとおりであります。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 当社グループは、「時代の要求する製品」「愛される商品」を開発することを社是として、常に「業界の先駆者

たれ」をモットーに技術開発を推進してまいりました。現在では、地球環境との調和や社会環境の保護を背景とし

た市場ニーズに基づき、色彩産業としての新しい高い地位を目指して事業活動を行うことにより、顧客および株主

の皆様の信頼や期待に応える安定した経営を基本方針としております。

 

(2）目標とする経営指標

 当社グループは、経営指標として従来から重視しておりますのは、株主資本利益率であります。また、資金の流

れを認識する上でキャッシュ・フローを重視し、総合的な結果として、ＲＯＥ等の向上につながるように配慮して

おります。

 

(3）中長期的な会社の経営戦略

 当社グループは、自動車補修用塗料および建築用塗料はともにメンテナンス分野に特化し、工業用塗料はユーザ

ー個別対応により、積極的な営業活動を推進するとともに、塗料産業を「カラー産業」「コーティング産業」「機

能性向上素材提供産業」と認識し、全社員が環境への問題を最優先課題として取り組んでおり、顧客のみならず社

会的に受け入れられる塗料・塗装システムの開発を進めております。

 現在は塗料業界におきましてもＶＯＣ（揮発性有機化合物）の排出量削減が製品開発において重要課題となって

おり、また、平成25年１月には特定化学物質障害予防規則の改正もあり、さらに規制対象化学物質が増加する方向

にあることから、今後も、なお一層、環境・化学物質関連の法規制対応の取り組みを強化していくことが必要で

す。

 また、製品化におきましてはこれらをクリアした環境対応商品を新製品・新システムとして開発し、さらには地

球環境保護を考慮した水性塗料の製品力向上に努めております。

 一方、原材料につきましては、調達価格は経営環境に大きな影響を及ぼすことに加え、必要な資材の安定的な供

給を確保することも取り組むべき大きな課題となっています。

 また、国内の塗料需要が停滞している環境においては、製品開発力を強化し、顧客起点の製品開発を推進するこ

とや、新たな市場を提案することで顧客の支持を得られるような営業活動により市場でのシェア拡大に取り組みま

す。

１．自動車補修用塗料分野

 補修部門向けにおいても環境対応型は必須となっており、より一層、開発水準向上の取り組みを推進します。主

力の低ＶＯＣ塗料「アクロベース」で積極的な市場シェアの拡大を図るとともに、業界に先駆けて本格的な水系塗

料として投入した「アクアス」を水系塗料の柱として、これをさらに、下地から上塗りでの自補修オール水性化シ

ステムとして充実し、定着を図ります。

２．建築用塗料分野

 環境に配慮しつつ機能性を追及した水性塗り床材や、さらに高い付加価値を持った内装用塗料の充実を図りま

す。また、「熱」や「ニオイ」に特化したニッチ市場向けの高機能性塗料の開発に取り組みます。

３．工業用塗料分野

 顧客ニーズに的確に対応できる提案・取り組みを推進し、要求を先取りした技術・製品開発を行なうとともに、

調色システムの合理化等のシステム開発にも注力し、需要の開拓に取り組みます。

 

(4）会社の対処すべき課題

 当社グループは、中長期的な会社の重点戦略に基づき、次世代市場の獲得に全力を挙げて取り組んで参ります。

 また、グループの経営につきましては、社会的責任を果たすために、環境保全に積極的に取り組み、適切な企業

情報の開示やコンプライアンスを一層推進するため、コーポレート・ガバナンス体制の強化及び内部統制の充実に

全力を投入いたします。

 

- 6 -

イサム塗料㈱(4624)平成26年3月期決算短信　　　



４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,283,078 3,195,271 

受取手形及び売掛金 2,587,395 2,635,655 

有価証券 1,810,702 1,800,702 

商品及び製品 874,710 869,451 

仕掛品 108,220 94,711 

原材料及び貯蔵品 194,138 193,620 

繰延税金資産 91,294 82,458 

その他 101,547 60,552 

貸倒引当金 △18,874 △16,729 

流動資産合計 10,032,210 8,915,691 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 2,410,410 2,689,348 

減価償却累計額 △1,267,184 △1,327,441 

建物及び構築物（純額） 1,143,226 1,361,907 

機械及び装置 359,090 399,224 

減価償却累計額 △301,847 △313,937 

機械及び装置（純額） 57,243 85,287 

工具、器具及び備品 349,683 386,301 

減価償却累計額 △323,933 △337,274 

工具、器具及び備品（純額） 25,750 49,027 

土地 ※１ 1,344,467 ※１ 1,344,467 

リース資産 13,462 15,201 

減価償却累計額 △12,837 △6,090 

リース資産（純額） 625 9,111 

有形固定資産合計 2,571,311 2,849,799 

無形固定資産    

ソフトウエア 82,670 55,533 

施設利用権 5,869 4,948 

電話加入権 6,310 6,555 

リース資産 101,783 55,559 

無形固定資産合計 196,632 122,595 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,612,126 1,839,808 

長期預金 200,000 1,470,000 

保険積立金 754,961 785,302 

繰延税金資産 150,530 131,534 

その他 48,791 36,837 

貸倒引当金 △3,389 △3,076 

投資その他の資産合計 2,763,019 4,260,405 

固定資産合計 5,530,962 7,232,799 

資産合計 15,563,172 16,148,490 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,696,120 1,805,874 

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 52,000 ※１ 52,000 

リース債務 49,260 43,165 

未払金 209,259 201,262 

未払法人税等 182,415 191,931 

未払消費税等 22,233 5,247 

繰延税金負債 － 108 

前受金 4,921 4,472 

預り金 67,291 56,279 

賞与引当金 108,880 108,120 

その他 40,850 41,930 

流動負債合計 2,433,229 2,510,388 

固定負債    

長期借入金 ※１ 397,000 ※１ 345,000 

長期預り保証金 251,190 253,925 

リース債務 58,409 24,977 

繰延税金負債 － 8,970 

退職給付引当金 499,288 － 

役員退職慰労引当金 106,545 117,277 

修繕引当金 37,500 45,000 

退職給付に係る負債 － 499,519 

負ののれん 63,647 52,075 

金利スワップ 21,179 13,851 

固定負債合計 1,434,758 1,360,594 

負債合計 3,867,987 3,870,982 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,290,400 1,290,400 

資本剰余金 1,209,925 1,209,925 

利益剰余金 9,645,768 10,297,657 

自己株式 △848,201 △974,800 

株主資本合計 11,297,892 11,823,182 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 96,197 143,590 

繰延ヘッジ損益 △13,328 △4,219 

その他の包括利益累計額合計 82,869 139,371 

少数株主持分 314,424 314,955 

純資産合計 11,695,185 12,277,508 

負債純資産合計 15,563,172 16,148,490 

 

- 8 -

イサム塗料㈱(4624)平成26年3月期決算短信　　　



（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 8,108,882 8,377,002 

売上原価 ※２,※３ 5,217,154 ※２,※３ 5,492,250 

売上総利益 2,891,728 2,884,752 

販売費及び一般管理費 ※１ 2,004,174 ※１ 2,031,776 

営業利益 887,554 852,976 

営業外収益    

受取利息 5,779 5,269 

有価証券利息 19,315 24,345 

受取配当金 8,345 9,385 

受取賃貸料 56,151 53,566 

塗装情報サービス会費 72,522 75,158 

生命保険満期差益 3,921 16,677 

負ののれん償却額 11,572 11,572 

貸倒引当金戻入額 5,619 3,158 

その他 14,717 11,802 

営業外収益合計 197,941 210,932 

営業外費用    

支払利息 17,837 16,994 

支払補償費 2,080 1,952 

貸倒引当金繰入額 1,196 － 

その他 502 3,238 

営業外費用合計 21,615 22,184 

経常利益 1,063,880 1,041,724 

特別利益    

固定資産売却益 － 1,746 

負ののれん発生益 － 111,774 

役員退職慰労引当金戻入額 － 999 

退職給付引当金戻入額 － 4,475 

特別利益合計 － 118,994 

特別損失    

固定資産除却損 ※４ 1,587 ※４ 10,487 

会員権評価損 570 2,300 

特別損失合計 2,157 12,787 

税金等調整前当期純利益 1,061,723 1,147,931 

法人税、住民税及び事業税 400,966 379,430 

法人税等調整額 △1,144 7,643 

法人税等合計 399,822 387,073 

少数株主損益調整前当期純利益 661,901 760,858 

少数株主利益 14,179 7,508 

当期純利益 647,722 753,350 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 661,901 760,858 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 59,785 47,372 

繰延ヘッジ損益 3,264 4,611 

その他の包括利益合計 ※ 63,049 ※ 51,983 

包括利益 724,950 812,841 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 709,065 802,959 

少数株主に係る包括利益 15,885 9,882 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,290,400 1,209,925 9,099,637 △709,199 10,890,763 

当期変動額           

剰余金の配当     △101,591   △101,591 

当期純利益     647,722   647,722 

自己株式の取得       △139,010 △139,010 

自己株式の処分       8 8 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 546,131 △139,002 407,129 

当期末残高 1,290,400 1,209,925 9,645,768 △848,201 11,297,892 

 

           

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 繰延ヘッジ損益 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 36,412 △16,592 19,820 248,201 11,158,784 

当期変動額           

剰余金の配当         △101,591 

当期純利益         647,722 

自己株式の取得         △139,010 

自己株式の処分         8 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

59,785 3,264 63,049 66,223 129,272 

当期変動額合計 59,785 3,264 63,049 66,223 536,401 

当期末残高 96,197 △13,328 82,869 314,424 11,695,185 
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,290,400 1,209,925 9,645,768 △848,201 11,297,892 

当期変動額           

剰余金の配当     △101,461   △101,461 

当期純利益     753,350   753,350 

自己株式の取得       △126,599 △126,599 

自己株式の処分         － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 651,889 △126,599 525,290 

当期末残高 1,290,400 1,209,925 10,297,657 △974,800 11,823,182 

 

           

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

繰延ヘッジ損益 その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 96,197 △13,328 82,869 314,424 11,695,185 

当期変動額           

剰余金の配当         △101,461 

当期純利益         753,350 

自己株式の取得         △126,599 

自己株式の処分         － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

47,393 9,109 56,502 531 57,033 

当期変動額合計 47,393 9,109 56,502 531 582,323 

当期末残高 143,590 △4,219 139,371 314,955 12,277,508 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 1,061,723 1,147,931 

減価償却費 178,454 169,337 

負ののれん償却額 △11,572 △11,572 

負ののれん発生益 － △111,774 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,411 － 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 21,325 △1,480 

賞与引当金の増減額（△は減少） 233 △1,409 

修繕引当金の増減額（△は減少） 7,500 7,500 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,423 △3,159 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △14,579 

受取利息及び受取配当金 △33,439 △38,999 

支払利息 17,837 16,994 

固定資産売却損益（△は益） － △1,746 

固定資産除却損 1,277 2,348 

会員権評価損 570 2,300 

売上債権の増減額（△は増加） 16,546 15,701 

たな卸資産の増減額（△は増加） △54,697 62,607 

仕入債務の増減額（△は減少） △19,489 88,853 

未収消費税等の増減額（△は増加） － △4,438 

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,276 △17,846 

その他 △129,147 41,444 

小計 1,056,563 1,348,013 

利息及び配当金の受取額 26,367 37,708 

利息の支払額 △16,060 △14,595 

法人税等の支払額 △518,294 △400,846 

営業活動によるキャッシュ・フロー 548,576 970,280 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △1,100,000 △2,370,000 

定期預金の払戻による収入 1,980,000 2,350,000 

有価証券の売却及び償還による収入 50,000 1,210,000 

有価証券の取得による支出 △1,160,000 △1,200,000 

有形固定資産の取得による支出 △41,505 △367,528 

有形固定資産の売却による収入 － 1,920 

無形固定資産の取得による支出 △6,925 － 

投資有価証券の取得による支出 △1,206 △451,751 

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 300,000 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
－ 29,362 

保険積立金の積立による支出 △75,249 △71,769 

保険積立金の払戻による収入 37,569 93,307 

その他 △179 144 

投資活動によるキャッシュ・フロー △317,495 △476,315 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の純増減額（△は増加） △84,500 △126,599 

長期借入金の返済による支出 △52,000 △52,000 

リース債務の返済による支出 △50,252 △49,259 

配当金の支払額 △101,799 △101,455 

少数株主への配当金の支払額 △2,459 △2,459 

財務活動によるキャッシュ・フロー △291,010 △331,772 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △59,929 162,193 

現金及び現金同等物の期首残高 1,933,007 1,873,078 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 1,873,078 ※ 2,035,271 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1）連結子会社の数  4社

主要な連結子会社の名称

イサムエアーゾール工業㈱

明勇色彩㈱

イサム土地建物㈱

進勇商事㈱

 上記のうち、進勇商事㈱については、当連結会計年度において重要性が増したため、平成25年４月１日より

連結の範囲に含めております。

(2）主要な非連結子会社の名称等

主要な非連結子会社

イサムモータープール㈱

（連結の範囲から除いた理由）

  非連結子会社は、小規模会社であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分

に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。

２．持分法の適用に関する事項 

(1）持分法適用の非連結子会社数 

 該当事項はありません。 

(2）持分法適用の関連会社数 

  該当事項はありません。

(3）主要な持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社名

主要な非連結子会社

イサムモータープール㈱

（持分法を適用しない理由）

 持分法非適用会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等に及ぼす影響が

軽徴であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法の適用から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の事業年度末日と連結決算日は一致しております。 

４．会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

イ 有価証券

(イ）満期保有目的の債券

 償却原価法（定額法）を採用しております。

(ロ）その他有価証券

時価のあるもの

 決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は、総

平均法により算定）を採用しております。

時価のないもの

 総平均法による原価法を採用しております。

ロ デリバティブ 

時価法

ハ たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産

 評価基準：原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

(イ）製品・仕掛品

総平均法

(ロ）商品・原材料・貯蔵品

先入先出法
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(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ 有形固定資産（リース資産を除く）

 定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）については定額法）を

採用しております。

   なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物      10～50年

機械及び装置   8～10年

ロ 無形固定資産（リース資産を除く）及び長期前払費用

  定額法を採用しております。

  なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法に

よっております。

ハ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準

イ 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ 賞与引当金

 従業員に対する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

ハ 役員退職慰労引当金

 役員に対する将来の退職慰労金の支出に備えて、役員退職慰労金規程（内規）に基づく期末要支給額を計

上しております。

ニ 修繕引当金

 イサム土地建物㈱はマンション経営を行っており、将来のマンション修繕に備えて当連結会計年度におい

て発生していると認められる額を計上しております。

(4）退職給付に係る会計処理の方法

 当社及び連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支

給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5）重要なヘッジ会計の方法

イ  ヘッジ会計の方法

  繰延ヘッジ処理を採用しております。

ロ  ヘッジ手段とヘッジ対象

  ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。

ヘッジ手段…金利スワップ

ヘッジ対象…借入金

ハ  ヘッジ方針

  金利リスクの低減のために対象債務の範囲内でヘッジを行っております。

ニ  ヘッジ有効性評価の方法

  ヘッジ対象とヘッジ手段の支払日、金額等の条件がほぼ同一であり、相関関係が高いことから有効性の

評価を省略しております。

(6）のれんの償却方法及び償却期間

  平成22年3月31日以前に発生した負ののれんの償却について、10年間の定額法により償却を行っておりま

す。
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(7）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

  手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期の到来する流動性の高い、容易に換金可能であ

り、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資からなっております。

(8）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税及び地方消費税の会計処理

  税抜方式

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退

職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務を退職給付に係る負債として計上する方

法に変更しております。 

 この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債を499,519千円計上しております。 

 

（連結貸借対照表関係）

※１ 担保資産及び担保付債務

 担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

土地 346,619千円 346,619千円

 

 担保付債務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

１年内返済予定の長期借入金 52,000千円 52,000千円

長期借入金 397,000 345,000

計 449,000 397,000

 

２ 輸出貿易信用状取引

輸出貿易信用状取引における銀行間決済未済の銀行手形買取残高があります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

  銀行手形買取残高        11,752千円        6,680千円

 

３ 当座貸越契約 

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。これら契約に

基づく連結会計年度末における借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

当座貸越極度額 2,000,000千円 2,000,000千円

借入実行残高 － －

差引額 2,000,000 2,000,000
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（連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要なものは次のとおりであります。

 
前連結会計年度 

（自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

運送費 189,450千円 189,929千円 

宣伝費 144,793 118,388 

役員報酬 96,510 120,540 

従業員給料 600,136 607,039 

賞与及び賞与引当金繰入額 165,425 175,761 

福利厚生費 156,860 166,428 

役員退職慰労引当金繰入額 21,325 20,647 

退職給付費用 52,410 49,095 

減価償却費 86,848 84,786 

支払手数料 172,464 176,449 

 

 

※２ 当期製造費用に含まれる研究開発費の総額

 
前連結会計年度 

（自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

  137,768千円 132,979千円 

 

※３ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれており

ます。

 
前連結会計年度 

（自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

売上原価に含まれているたな卸資産評

価損 

39,451千円 36,001千円 

 

※４ 固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度 

（自 平成24年４月１日 
  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

建物及び構築物 －千円 10,322千円 

機械及び装置 1,249 111 

その他 338 54

計 1,587 10,487 
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（連結包括利益計算書関係）

※  その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

その他有価証券評価差額金：    

当期発生額 92,643千円 73,923千円

組替調整額 － －

税効果調整前 92,643 73,923

税効果額 △32,858 △26,551

その他有価証券評価差額金 59,785 47,372

繰延ヘッジ損益：    

当期発生額 5,188 7,327

税効果額 △1,924 △2,716

繰延ヘッジ損益 3,264 4,611

その他の包括利益合計 63,049 51,983

 

 

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

１ 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首 

株式数（株）
当連結会計年度 
増加株式数（株）

当連結会計年度 
減少株式数（株）

当連結会計年度末 
株式数（株）

発行済株式        

普通株式 12,000,000 ― ― 12,000,000

合計 12,000,000 ― ― 12,000,000

自己株式        

普通株式(注) 1,837,014 316,392 20 2,153,386

合計 1,837,014 316,392 20 2,153,386

（注）１ 普通株式の自己株式の株式数の増加316,392株は、取締役会決議による自己株式の取得による増加225,000株、

連結子会社保有の自己株式（当社株式）取得により増加した当社帰属分87,720株、単元未満株式の買取りによ

る3,672株であります。

   ２ 普通株式の自己株式の株式数の減少20株は単元未満株式の売渡しによる減少です。

 

 ２ 新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

 該当事項はありません。
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３ 配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 51,226 5 平成24年３月31日 平成24年６月29日

平成24年11月12日

取締役会
普通株式 51,215 5 平成24年９月30日 平成24年12月10日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 49,233 5 平成25年３月31日 平成25年６月28日

 

当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

１ 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首 

株式数（株）
当連結会計年度 
増加株式数（株）

当連結会計年度 
減少株式数（株）

当連結会計年度末 
株式数（株）

発行済株式        

普通株式 12,000,000 － － 12,000,000

合計 12,000,000 － － 12,000,000

自己株式        

普通株式(注) 2,153,386 302,839 － 2,456,225

合計 2,153,386 302,839 － 2,456,225

（注）  普通株式の自己株式の株式数の増加302,839株は、取締役会決議による自己株式の取得による増加300,000株、

単元未満株式の買取りによる2,839株であります。

 

 ２ 新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

 該当事項はありません。

３ 配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 49,233 5 平成25年３月31日 平成25年６月28日

平成25年11月11日

取締役会
普通株式 49,228 5 平成25年９月30日 平成25年12月10日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 47,719 5 平成26年３月31日 平成26年６月30日
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

現金及び預金勘定 4,283,078千円 3,195,271千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,410,000  △1,160,000 

現金及び現金同等物 1,873,078  2,035,271 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社グループの事業セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

り、「塗料」及び「不動産賃貸業」からなりますが、「不動産賃貸業」は重要性が無いため報告セグメントの

開示は行っておりません。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と同一であります。

  報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 

- 20 -

イサム塗料㈱(4624)平成26年3月期決算短信　　　



３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自平成24年４月１日  至平成25年３月31日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結財務諸表 

計上額   塗料事業 

売上高          

外部顧客への売上高 8,008,923 99,959 8,108,882 － 8,108,882 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 8,008,923 99,959 8,108,882 － 8,108,882 

セグメント利益 854,822 32,732 887,554 － 887,554 

セグメント資産 14,475,291 1,087,881 15,563,172 － 15,563,172 

セグメント負債 3,267,451 536,889 3,804,340 63,647 3,867,987 

その他の項目          

減価償却費 152,492 25,962 178,454 － 178,454 

有形固定資産増加額 16,023 － 16,023 － 16,023 

無形固定資産増加額 1,920 － 1,920 － 1,920 

(注) セグメント負債の調整額は負ののれんであります。

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日  至平成26年３月31日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結財務諸表 

計上額   塗料事業 

売上高          

外部顧客への売上高 8,276,370 100,632 8,377,002 － 8,377,002 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 8,276,370 100,632 8,377,002 － 8,377,002 

セグメント利益 817,208 35,768 852,976 － 852,976 

セグメント資産 15,090,377 1,058,113 16,148,490 － 16,148,490 

セグメント負債 3,326,061 492,846 3,818,907 52,075 3,870,982 

その他の項目          

減価償却費 146,471 22,866 169,337 － 169,337 

有形固定資産増加額 375,712 － 375,712 － 375,712 

無形固定資産増加額 － － － － － 

(注) セグメント負債の調整額は負ののれんであります。
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【関連情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日  至平成25年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 塗料事業における外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しており

ます。

２．地域ごとの情報

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないためならびに海外売上高が、連

結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がいないため、記載を省

略しております。

当連結会計年度（自平成25年４月１日  至平成26年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 塗料事業における外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しており

ます。

２．地域ごとの情報

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないためならびに海外売上高が、連

結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がいないため、記載を省

略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日  至平成25年３月31日）

 該当事項はありません。

当連結会計年度（自平成25年４月１日  至平成26年３月31日）

 該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日  至平成25年３月31日）

        （単位：千円） 

  塗料事業 その他 合計 調整額 
連結財務諸表 
計上額 

当期償却額 － － － 11,572 11,572 

当期末残高 － － － 63,647 63,647 

 

当連結会計年度（自平成25年４月１日  至平成26年３月31日）

        （単位：千円） 

  塗料事業 その他 合計 調整額 
連結財務諸表 
計上額 

当期償却額 － － － 11,572 11,572 

当期末残高 － － － 52,075 52,075 
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【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自平成24年４月１日  至平成25年３月31日）

 該当事項はありません。

当連結会計年度（自平成25年４月１日  至平成26年３月31日）

 「塗料事業」セグメントにおいて、非連結子会社でありました進勇商事株式会社を完全子会社化し、連結子会

社としました。当該事象により、負ののれん発生益111,774千円を計上しております。

（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

１株当たり純資産額 1,155.80円 1,253.44円

１株当たり当期純利益金額 64.74円 77.70円
 
（注）１．なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

 連結貸借対照表の純資産の部の合計額 11,695,185千円 12,277,508千円

普通株式に係る期末の純資産額 11,380,761千円 11,962,552千円

差額の主な内訳    

少数株主持分 314,424千円 314,955千円

普通株式の発行済株式数 12,000,000株 12,000,000株

普通株式の自己株式数 2,153,386株 2,456,225株

 １株当たり純資産額の算定に用いられた期末の

普通株式の数
9,846,614株 9,543,775株

 

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益金額 647,722千円 753,350千円

普通株式に係る当期純利益金額 647,722千円 753,350千円

期中平均株式数 10,004,800株 9,695,195株

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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５．その他

① 代表取締役の異動

 該当事項はありません。

② その他の役員の異動

新任取締役候補

            おおた  としお

  取締役（非常勤）  太田 聰男

  （注）新任取締役候補者は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。

 

③ 就任予定日

  平成26年6月27日
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